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日曜日の世紀としての十八世紀











































                                                          















































































































































































































































                                                          
8 原勝郎『日本中世史』（平凡社、東洋文庫、1969）pp. 291–303 






































                                                                                                                                               
紀朝鮮知識人洪大容の北京旅行』、(東大出版会、1988）p.14 







































                                                                                                                                               
地之大、国之多也。雖東海亦有聖賢、同類・同理・同心。  
と述べている。平川『マッテオ・リッチ伝』２、pp .294–295. 
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西洋の書物の翻訳 
 
 それから「前近代における東アジアの文化交流」と申すと東アジアは西洋に対し
て鎖国していたかのようですが、日本が明治維新で開国する以前の半世紀、まだ鎖
国時代でしたが、その五十年間に日本人がオランダ語から日本語に翻訳した記事な
どの点数の方が、日本語から西洋語に翻訳された記事の点数よりもちろんずっと多
かった。いやそれどころか明治維新以後の半世紀、日本はすでに開国していました
が、その後の五十年間に日本語から西洋語に訳された物の点数とても維新以前の日
本側の翻訳の点数にはひょっとして及ばないのではないか。その際、同じ頃の西洋
語から中国語に訳された物の点数も比較してみる必要がありますが、相違点は日本
の場合は日本人が中心になって日本訳している。それに反して中国では西洋人の宣
教師などが中心となって中国訳している、という点かと思います。それに比べると
朝鮮半島で外国語をハングルに訳すのは遅れた、ということはいえるかと思います。
やはり「前近代における東アジアの文化交流」の問題は西洋との文化交流の問題も
同時に見据えて三点測量で論じるべきではないか、私は日本人の西洋学者の比較研
究者なものだから、最後にそんなことを申し添えて報告を終らせていただきます。 
